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週の前半は上値の重い展開となりましたが、半ば以降は⾹港の政
情不安の後退や⽶中の貿易協議再開への期待を受けて、底堅く
推移しました。週間ではルピアは対⽶ドル、対円ともに上昇しました。
8⽉の外貨準備⾼は、ルピア相場が堅調だったことなどを背景に、
1,264億⽶ドルと前⽉の1,259億⽶ドルから増加しました。

100インドネシアルピアの対円レート

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移
（2016年1⽉4⽇〜2019年9⽉6⽇）

［債券市場］インドネシア⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年9⽉6⽇）

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年9⽉6⽇）

［株式市場］

［債券市場］

週の前半は軟調に推移しました。その後、⾹港の政情不安の後退や
英国の「合意無き離脱」シナリオが遠のいたことなどから株式市場は上
昇しましたが、週間では下落となりました。インドネシア政府は2⽇、ニッ
ケルの未加⼯鉱⽯の輸出禁⽌措置の再開時期を、2020年1⽉1⽇
に前倒しすると発表し、価格の⾼騰期待から鉱業株は⼤幅上昇となり
ました。セクター別では、鉱業、基礎産業・⽯油などが上昇した⼀⽅で、
インフラ・公益、建設・不動産などは下落しました。
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（対象期間： 2019/9/2〜2019/9/6）
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出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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2019/8/30 2019/9/6 変化率
6,328.47 6,308.95 -0.31%

2019/8/30 2019/9/6 変化幅
7.332 7.324 -0.008

2019/8/30 2019/9/6 変化率
0.7509 0.7590 +1.08%
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週の前半は、翌週の国債⼊札を意識したポジション調整の売りなどが
⾒られました。半ば以降は、通貨ルピアが底堅く推移していることや、世
界的にリスク回避姿勢が後退したことなどを好感して外国⼈投資家から
の買いが⾒られ、インドネシア10年国債利回りは低下（価格は上
昇）しました。 2⽇に発表された8⽉の消費者物価指数（CPI）
上昇率は、前年同⽉⽐+3.49％と2ヵ⽉連続の上昇となりました。


